
平成２０年度
鹿児島市立鹿児島玉龍中学校

適 性 検 査 Ⅱ
（時間４５分）

《 注 意 事 項 》
じ こ う

１ 「はじめ」の合図があるまで、この問題用紙を開いてはいけません。

２ 問題は、１ページから９ページまであります。

３ 指示があってから、問題用紙と解答用紙の決められた欄に受検番号を記入しなさい。
らん

４ 解答はすべて、解答用紙の決められた場所に記入しなさい。また、用紙を折ったり、切ったりして

はいけません。

５ 問題は声に出して読んではいけません。

６ 印刷がはっきりしなかったり、問題用紙や解答用紙が足りなかったりする場合は、静かに手をあげ

なさい。

７ 「やめ」の合図で、すぐに鉛筆を置き、問題用紙と解答用紙は別々に机の上に置きなさい。

受検番号
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玉美さんと龍太君の学級では、さっそくビデオレターの内容について話合いをもちました。

話合いでは、次のような項目が出され、班（はん）ごとに分担して紹介することになりました。

ビデオレタービデオレタービデオレタービデオレターののののテーマテーマテーマテーマ『『『『鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島のののの紹介紹介紹介紹介』』』』
１班・・・鹿児島の気候について

２班・・・鹿児島の歴史について

３班・・・鹿児島の特産物について

４４４４班班班班・・・・・・・・・・・・鹿児島鹿児島鹿児島鹿児島のののの「「「「郷土料理郷土料理郷土料理郷土料理」」」」についてについてについてについて【【【【 ※※※※ 玉美玉美玉美玉美さんのさんのさんのさんの班班班班がががが担当担当担当担当するするするする 】】】】

５５５５班班班班・・・桜島桜島桜島桜島についてについてについてについて【【【【 ※※※※ 龍太君龍太君龍太君龍太君のののの班班班班がががが担当担当担当担当するするするする 】】】】

６班・・・鹿児島の方言について

紹介する内容が決まったので、さらに具体的な活動内容や計画などについて、班ごとに話合

いが行われました。

玉美さんの４班では、どのようなビデオを制作するかを話し合い、次のような計画表を作り

ました。あなたが同じ４班の班員だったとして、どのようなビデオを制作するか考えましょう。

問1 右ページの計画表の①に、郷土料理店を取材するときに注意することや
準備しておくことを二つ書きなさい。

問2

計画表のイとウには、アであげた料理の中から「さつまあげ」を紹介す
ることにしました。どんなことを紹介するのか、イ ウ にその内容を
書きなさい。
（ア エ の内容や調べる方法と重なる内容は除きます。）

玉美さんと龍太君が通っている小学校では、総合的

な学習の時間を活用して、北海道札幌市(さっぽろし)

の小学校と交流を深めることになりました。二人の学

級でも、「鹿児島の紹介」というテーマで、ビデオレ

ターの制作に取りかかることになりました。

さあ、あなたもいっしょに考えていきましょう。
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【ビデオ制作の計画表】

順 紹介する内容（ビデオの場面） 調べる方法 注意することや準備しておくこと

ア ど ん な 郷 土 料 理 が あ ・郷土料理店を取 ・電話番号を調べておく。

１ るか、いくつかの郷土料理の 材する。 ・
紹介。 ・

・本で調べる。 ・調べた本を書きとめておく。

（書名、著者名、出版社、出

版年）

上のアにあげた郷土料理の中 ・ ・

から、さつまあげについての

紹介。

２

・ ・

３ エ さつまあげを作って食べ ・本で調べる。 ・調理室を使わせてもらう許可

る様子。 をとる。

玉美：わたしたちの班は、順調に進んでいきそうだな。龍太さんの５班はどうなの。

龍太：ぼくたちの班は、鹿児島のシンボル、桜島についてのビデオレターを計画中なんだよ。

桜島について調べるうちに、いろいろなことが分かってきたけど、もっと調べてみたく

なったこともあったんだ。今からフェリーで桜島に行こうと思っているんだ。

玉美：賛成。行ってみたらいろいろ分かることもあるよね。桜島って科学的にも貴重だって聞

いたこともあるわ。

龍太：桜島は、世界的にも有名な活火山なんだ。ぼくもいろいろと図鑑や実験で調べてみたん
ず か ん

だ。

イ や ウを紹介するためには、どのような方法で調べればよいか、ふさ
わしい方法を②と④に、また、注意することや準備しておくことを③と
⑤に書きなさい。ただし、計画表の中ですでに書かれている方法（「郷
土料理店を取材する」「本で調べる」）を除きます。）

イ

② ③

①

ウ

④ ⑤

問3
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【龍太君のグループが集めた桜島についての資料等】

《《《《火山火山火山火山のののの形形形形・・・・噴 火噴 火噴 火噴 火のしかたのしかたのしかたのしかた》》》》
ふんか

火山の形

あ い う

噴火のしかた 火砕流、爆発 溶岩流 溶岩流、爆発
か さいりゅう ばくはつ ようがんりゅう

※ 火砕流（かさいりゅう）・・・・噴火によってふき出したマグマが火山灰や火山ガスといっしょになって

高速で流れる現象

※ 溶岩流（ようがんりゅう）・・・火山からふき出したマグマが溶岩となって川のように流れる現象

《《《《実 験実 験実 験実 験》》》》(１) 粉に水をくわえてよくまぜ、これをマグマに見立てて実験をした。

ア ねばりけが小さい状態

イ ねばりけが中間の状態

ウ ねばりけが大きい状態

をつくる。

（２） 机の上に、こぼしてみたときの形をスケッチする。

〔結果のスケッチ〕

ア イ ウ

《溶岩の種類について》
ﾏｸﾞﾏのねばりけ ねばりけが ねばりけが ねばりけが

溶岩のできる場所 小さいマグマ 中程度のマグマ 大きいマグマ

地表でできる溶岩 ① ② ③

地下でできる溶岩 ④ ⑤ ⑥

これらのことから桜島についてわかることを２つ書きなさい。
問5

これらのことから、桜島の溶岩道路によく見られる溶岩は、①～⑥の溶岩
の種類のどれにあたると予想されるか番号で書きなさい。問6

上の実験から火山の形についてわかることを書きなさい。問4
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龍太：桜島について班で調べていたら、桜島の噴火によって起こる降灰も、気象災害の一つ

だと分かったんだよ。

玉美：そうなんだ。世界中でもいろいろな気象災害が起きているらしいわね。鹿児島県内だ

ってきっとあると思うわ。

龍太：鹿児島県内の気象災害って他にどんなものがあるのかな。調べてみたいな。

グラフ１

写真 日置市伊集院町の土砂くずれ現場
どしゃ

2003「災害の記録」鹿児島県発行より 抜粋
（２００７年撮影）

ばっすい

グラフ２

1993 ～ 2002 鹿児島県における気象災害月別件数

件

月

問7 鹿児島県の主な気象災害の特色について、グラフ１・２や写真からどんな
ことが分かりますか。「災害の多い時期」・「気象条件」・「鹿児島の地
質の特色」の内容を入れて説明しなさい。

ごうう（大雨）

じしん

こ く し ょ （ き び
しい暑さ）

はろう（大波）

かみなり
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龍太：このような災害は、毎年起こることが予想されるよね。

玉美：このような災害発生前や災害発生後にどのようなことができるか

考えてみたいよね。

龍太：自然災害に備えたいよね。考えてみる必要があるね。

二人は桜島港から鹿児島港へ渡るフェリーの中でも新たな疑問を持ったようです。

玉美：桜島フェリーには、ずいぶんたくさんの人が乗っているわね。他の乗り物はどうかな。

龍太：ここに鹿児島の交通についての資料があるから調べてみようよ。

玉美：表１～表５は、みんなが利用する交通手段（公共交通機関）の年間の利用者数を示して

いるのね。この「指数」って何かしら。

龍太：この「指数」の欄は表の一番上の平成１３年度（次）の利用者数を100とした時に、それ

ぞれの年度の利用者がどの程度になるか計算したものだよ。比べるときに考えやすいで

しょ。

表１ 市営バスの乗車人数 表２ 電車（市電）の乗車人数
年度 乗車人数 指数 年度 乗車人数 指数

平成１３年度 １３４６万人 100 平成１３年度 １００６万人 100
１４年度 １２６５万人 94 １４年度 ９９６万人 99
１５年度 １２３４万人 ア １５年度 １０１９万人 101
１６年度 １２０９万人 90 １６年度 １０５７万人 イ
１７年度 １２０５万人 90 １７年度 １０６３万人 106

表３ ＪＲ鹿児島中央駅の乗客数 表４ 鹿児島空港の国内線乗客数
年度 乗客数 指数 年次 乗降客数 指数

平成１３年度 ５４１万人 100 平成１３年次 ３００万人 100
１４年度 ５３０万人 98 １４年次 ３０９万人 103
１５年度 ５３６万人 99 １５年次 ３０８万人 103
１６年度 ６２２万人 115 １６年次 ２８６万人 95
１７年度 ６３２万人 117 １７年次 ２８３万人 94

表５ 桜島フェリーの旅客数
年度 旅客数 指数

平成１３年度 ３７２万人 100
１４年度 ３６９万人 99
１５年度 ３６７万人 99
１６年度 ３８７万人 104
１７年度 ３７８万人 102 資料：市勢要覧かごしま（２００５・２００６年度）

問9 自然災害が発生した直後に、国・県・市町村がとっている対策にはどんな
ことがありますか。２つあげなさい。

問8 自然災害に備えて、わたしたち市民ができることは何でしょうか。具体例
を２つあげなさい。
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問11 表５の桜島フェリーの旅客数の推移（変化）と傾向の似ている交通手段が
一つあります。それはどの交通手段か、表の番号で答えなさい。また、ど
のようなことが似ているか解答欄に書きなさい。

問12

表３のＪＲ鹿児島中央駅の乗客数は平成15年度と16年度の間で大きく変
化しています。その理由として考えられることを一つあげなさい。
また、そのことが別の表に示される交通手段の利用者数の変化に影響し
ていると考えられるものがあります。それはどの交通手段か、表の番号
で答えなさい。

問13

表１の ア と表２の イ に適切な数字を入れなさい。答えは小数点第１
位を四捨五入して、１の位まで求めなさい。問10

桜島フェリーと問11で答えた交通手段で、利用者数の推移（変化）の傾向
が似ている理由は何だと考えられますか。解答欄に考えられる理由を一つ
書きなさい。
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龍太：ビデオレター作りでいろいろ考えたり調べたりできたね。

玉美：そうね。札幌の学校のみんなに鹿児島のことをよく知ってもらえるように、がんばっ

て完成させたいわね。

龍太：先生は、「２月初旬にはビデオレターを送るから、１月中に作成できるようにしよう」

とおっしゃったよ。

玉美：いつごろまで仕上げればいいか、細かい計画を立てることが大切ね。

二人は、掲示板にはってあったカレンダーを見て、何かに気づいたようです。

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

玉美：今月（２００８年１月）のカレンダーは、左上と右下が２か所ずつ空白になっていて、

少し特徴があるよね。

龍太：そうだね。カレンダーの日付の数字の並び方には規則性があって、いろいろな特徴が

見つかるんだよ。たとえば、日付の書いてある４マスとして、１・２・８・９のマス

を選んで正方形を作ったとき、ななめに２つの数をそれぞれたした、１＋９、２＋８

は１０だから同じになるよね。日付の書いてあるどの４マスで正方形を作っても、な な

めの２つの数の和は同じになるよ。
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玉美：本当ね。他にも何かあるかしら。

龍太：日付の書いてある９マスを選んで正方形を作ることにしよう。玉美さんが選んだ正方形

の４すみ（左上、右上、左下、右下）の数字の合計だけを教えてくれたら、選んだ９マ

スの中で一番大きい数字を当てるよ。

玉美：私が選んだ９マスの正方形の４すみの合計は６８よ。

龍太：一番大きい数字は（ア）だね。

玉美：当たったわ。おもしろいわね。

玉美：ところで、どの一つのマスも同じ正方形になっているから、つながった６つのマスを切

り取ると、立方体の展開図ができそうね。水曜日のマスは９・１６・２３の３マスだけ

を使うことにして、立方体の展開図の作り方を考えましょう。

龍太：やってみよう。他の３マスは、火曜日のマスから一つ、木曜日のマスから２つ選ぶこと

を条件に加えて考えてみよう。たとえば、条件にあう残り３マスの選び方として、８、

３、１０があるね。

玉美：私は、８のマスは使わずに他に４つ見つけたわ。残り３つの数字の合計が一番大きいの

は、（イ）、（ウ）、（エ）のはずよ。

玉美：じゃこれから1月中の細かい制作スケジュールを考えてみるわ。

龍太：ぼくも考えてみるよ。ところで、先生が「ビデオレターにクイズを出しても楽しいね」

っておっしゃったよね。それを先にいっしょに考えてみようよ。

玉美：おもしろそうね。漢字クイズなんてどうかな。

問14

上のアにあてはまる数と、その数を求めるために龍太君が使った式を書き
なさい。

玉美さんが見つけたイ、ウ、エと９・１６・２３の６マスでできる展開
図を組み立てて立方体を作ったとき、１６の数字が書いてある面の向き
合う面にくる数を書きなさい。

問15



9

立方体の展開図をもとに、玉美さんと龍太君は漢字クイズを考えました。

問16 下の①②は、立方体の展開図です。これを立方体に組み立てたとき、隣
り合ってできる漢字が７字あります。その７字を使って３組の熟語を見
つけ書きなさい。

①

②

玉美さんが選んだ展開図の漢字クイズ

龍太君が選んだ展開図の漢字クイズ


